
研究プロジェクト：東日本大震災の被災者の語りにみられる人間的成長の混合研究法による分析

テキストマイニングによる被災体験学
(Disaster Experience Research) 
への混合研究法アブローチ
死に関する表現と心的外傷後成長（PTG)

いとうたけひこ 所員／現代人間学部教授

1 一一 問題

( 1 ） 当事者の経験の学と しての苦労体験学

「NPO 法人健康 と 病い の語 り デ ィ ペ ッ ク ス ・ ジ ャ パ ン 」の 佐 藤 （佐久間 1） は、

オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大学 の H白地 Experience h副知te か ら 構 想を得て、 2014 年 夏の

シ ン ポジ ウ ム を ふ ま え て 、 「患者体験学J (Health Experience R1巴search） の 創設を展望 し

た 。 ま た 、 井上2 ） は、 「東 北の 声J の映像 音声記録か ら 、 被 災者の 中 で も 職業的

援 助者、 ボラ ン テ ィ ア援 助者、 そ の ほ か合計 3 つの カ テ ゴリ ー に分 け て 、 援 助者

セ ラ ピ ー 原則 に 着目 し て 、 「援 助体験学 」（Helper Experience Research） の提案 を 行 な い、

研究対象 を 非被 災者 に も 広 げつつ あ る 。 本論文は、 井上と 同 じ く 東 北被 災者の体

験につ い て の ナ ラ テ ィ ブを研究対象 と し て ナ ラ テ ィ ブア プ ロ ー チ に よ る 「被 災体

験学J (Disaster Experience Research） の構築 を めざすは じ めて の試みで あ る 。

ナ ラ テ ィ プ ア プ ロ ー チ に よ る 「患者体験学J、 「援 助体験 学j、 「被 災体験学j を

つ ら ぬ く 共通性 は何で あ ろ う か ？ い と う は そ れ を 、 「苦労j で あ る と し 、 3 つ

の 体験学 を 総 称し て 「苦労体験学」 （Suffering Experience Research） と 呼 ぶこ と を

2014年8月28日に和光大学で開催された「語りに基づく被災体験学の講演とシ

ン ポジ ウ ム j で提案 し た。 「苦労J と い う 表現は、 生 き て L 、 く 上で の 困 難を 「苦

労 」と と ら え 、 そ れを 自 分の も の と し て取 り 戻す こ と が重要で、 あ る と す る 、 精神

1 ） 佐藤 （佐久間） り か （2015） 「患者体験学 （H回Ith Experience R田earch） の実践一一生命予後告知の あ
り 方 を巡っ て～「健康と病いの語 り J の デー タか ら J r東西南北 2015J 和光大学総合文化研究所年報，
134-144. 

2 ） 井上孝代 （2015） 「東北 被災者 に お け る 援助体験学 （Helper experience research） 一一 援助者セ ラ ピー原
則 （Helper出erapy p巾1ciple: HTP） に着目 し て J 『東西南北 2015J 和光大学総合文化研究所年報，1 17・
133. 
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看護学に お け る タ イダル モデル 3） 、 お よ び 浦河べて る の家に お け る 精 神障害者の

当 事者研究4） の思 想に 依拠 し て い る 。

Lie blich5＞は前稿で、 NPO イス ラ エ イド の 『東 北の 声』プ ロ ジ ェ ク ト に よ っ て

収集 さ れた イン タ ビ ュ ー 記録6） のい く つ か を 基に心的外傷後 成長研究 に お け る ナ

ラ テ ィ プア プ ロ ー チの有 効性 を 論 じ た。 本論文ではナ ラ テ ィ プ ア プ ロ ー チ に 加 え 、

テ キ ス ト マ イニ ン グ と 質的研究の組み合わせに よ る 混合研究法の ア プ ロ ー チ が有

効で あ る か ど う か を 、 東 日 本大震 災の被 災者の体験記録 を 対象 に検証 し た い。

な お、 東 日 本大震 災の被 災者の 物語 り に お け る 心的外傷後 成長 （PTG） の存在

は、 こ れ ま での 量的研究では、 中 川・ い と う 7） が PTG l-J尺度の検 討を 行 な い ，尾

崎 ・ 小野 寺・ い と う 8） お よ び小野 寺・ 尾崎 ・ い と う 引 では楽 観主義 と の関係の検

討が さ れて き た 。 ま た 、 い と う 1

と に よ り 、 「探求の語 り J が 凹む につ な が っ て L E く 可能性 を論 じ て い る 。

(2） テキストマイニングを用いた混合研究法（ミックス法）

本研究では、 テ キ ス ト マ イニ ン グの手法に よ り 、 東 日 本大 震災の被 災者の体験

の 分析 を 試み る 。 テ キ ス ト マ イニ ン グ と は、 小平 ・ 伊 藤 ・ 松上他 11) "IJ�説明 す る

3 ） ・ Barker, P., & Buch聞叩・Barker, P.(2005) The tidal model: A guide for mental health pro｝田·sionals. New 
York:Routledge. 
·B面t町， P., & Buchan朗，B田ker, P .(2007) The tidal model: M同tal heal，幼，同damation and re，即時ヴ・ Unpub

Jished m阻阻I.
·B町k町， P., & Buchan加ーB田ker, P.(2008) Tidal Model (h句：／/www.世也1・model.com/)

の 3 つ の 資料が あ る 。 な お、 日 本での紹介に以下の 文献 が あ る 。
い と う た け ひ 乙 ・ 小 平朋江 ・ 穴湾海彦 ・ 井上孝代 （2010） 「 タ イ ダル モ デル と 浦河べ て る の家一一英
国 と 北 海道か ら生 ま れた精神障害者の た め の コ ミ ュ ニ テ ィ 的人間関係 援助」 『和光大学 現代人間学 部
紀要J 3, 197-207.和光 大学 リポ ジ ト リ で取得可能。 ht甲s://wako.岬0 .凶i.ac.jp/?action=pag•田」対側一回泊
＆都世ve_action•『可拍S山＇ry一、品開＿m副n_i恒m一台凶＆i回n_i d=l499&i包m_no=l&p砲にid=l拍.bl田1仁id=55

4 ） 当事 者研究の 文献 は数多い が、 コ ン パ ク ト な も の と し て以下の書籍が あ る 。
向谷地生 良 ・ 浦河べ て る の家 （2006） 『安心 し て絶望で き る 人生』 日 本放送出版協会．

5 ) Lieblich, A. （い と う た け ひ こ ・ 山崎和佳子訳） (2015） 「心的外傷後成長伊TG） 研究 に お け る ナ ラ テ ィ
プ ・ ア プ ロ ーチ一一苦労体験学 （Su偽ring Ex阿ience＆臨arch） に 向 け てJ r東西南北 2015J和光大学
総合 文化研究所年紙088-103.

6) h院p://voic回oftohoku.org/の動画サ イ ト でイ ン タ ビ ュー をLミ く つ か公開 し て い る 。 な お、 Lieblich (2015) 
と 弁上 （2015） と 本研究の対象 者の語 り の一 部 也 こ こ で視聴す る 乙 と が で き る 。

7） 中川拓 ・ い と う た け ひと （2012） 「東 日 本大震災 2ヶ 月 後の大学生 の ト ラ ウ マ 後の成長一一 日 本語版
外傷後成長尺 度 （円'Gl-J） の因子構造の検討 j 『 日 本応 用心理学 会第 79 回大会 発表論文 集J , 100. 

8 ） 尾崎真奈 美 ・ 小 野寺哲夫 ・ い と う た け ひと （2012） 「東 日 本大震災 に お け る PTG （心的外傷後の成
長） 研究 （1） 一一怒 り、 絶望、 無 力感 と と も に あ る 成長J 『 日 本心理学 会第 76 回大会論 文 集,j , 349. 

9 ） 小 野寺哲夫 ・ 尾崎真奈 美 ・ い と う た け ひ こ （2012） 「東 日 本大震災 に お け る PTG （心的外傷後成長）
に 関 す る 研究E 一一セ リ グマ ン が い う 楽観的帰属 ス タ イ ルの人は、 震災体験 に よ る PTG（心的外傷後
成長｝が大 き いの か？ J 『 日 本心理学 会第 76 回大会論 文 集J , 350. 

10） い と う た け ひ こ （2012） 「東 日 本大震災 に つ い て の 諮 り 」 尾崎真奈 美 （編） 『ポ ジ テ ィ プ心理学 再
考j， ナ カ ニ シ ヤ 出版， 1・9.

1 1） 小 平朋江 ・ 伊藤武彦 ・ 松上伸文 ・ 佐々木 彩 （2007） 「テ キ ス ト マ イ ニ ン グ に よ る ビデオ教材 の 分析
一一精神障害者への偏見低減教育の ア カ ウ ン タ ピ リ テ ィ 向上 を めざ し て」『 マ ク ロ ・ カ ウ ンセ リ ン グ
研究』 ， 6, 16-31.  
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よ う に、 文字デー タ と い う 質的 な デ ー タ を 、 統計的 に分析す る と p う 、 質的研究

と 量的研究の両方 を あ わせ も っ た性質が あ る 。 混合研究法 （凶xed me也.ods rese眠ω

と は質 的方法 と 量的方法の両方 を統合的 に 1 つ の研究に 用 い る 研究法で あ る 12） 。

い と う 13） は、 テ キ ス ト マ イニ ン グ は、 量的研究 と 併用 し で も 、 質的研究 と 併用

し で も 、 いずれ も 混合研究法 を 構 成す る と 位置づけ て い る 。 テ キ ス ト マ イニ ン グ

を 用 い た混合研究法の先行研究 と し て は、 主に質的研究 と 併用 さ れて い る 。

た と え ば、 西野 ・ い と う は大学生の質問紙調査の 自 由記述部分 同と 子 ど も の 作

文 15） か ら 東 日 本大震 災後の心的外傷後 成長 （PTG） を検 討し た。 ま た 、 Ito & I討i

ma1a＞は小中高生 徒の 作文集 を テ キ ス ト マ イニ ン グ と 質的研究 に よ る 混合研究法

に よ り 分析 し て、 PTG の 5因子 1司の 内容が有 る こ と を確認 し た。 ま た lto1副は、 同

じ デー タ を用いて、 津波被害と 原 発被害が子 ど も た ちの 作文に お け る 時間的展望へ

与え た影響 を テ キ ス ト マ イニ ン グ と そ の語 り の 内容の分析に よ り 明 ら か に し て い

る 。

本研究 で は 国 際 NPO イス ラ エ イ ド の イン タ ビ ュ ー 記録の ア ー カ イブで あ る

『東 北の 戸』プ ロ ジ ェ ク ト の被 災者の イン タ ピ ュ ー を 対象 に し て質的分析 と 量的

分析 と を ミ ッ ク ス し た混合研究法に よ る 分析の試み を紹介 し た い 19） 。

12) Creswell, J .  W .  (2014). A concise introduction t o  mixed methods research. Sage を 参 照 の こ と 。 混 合研究法
は、 日 本 に お い て は、 看護学、 社会調査、 家庭医学、 健康科学、 な ど の 分 野で、 紹介さ れて い る 。
ま た、 2015 年に は、 日 本 混 合研究法学 会 も 発足す る予定 に な っ て い る 。

13） い と う た け ひと （2013） 「テ キ ス ト マ イ ニ ン グの看護研究 に お け る活 用J. 46(5), 4 75-484. 
14） 西野美佐子 ・ い と う た け ひ こ （2013） 「東 日 本震災 を 体験 し た大学生 の 文 章の テ キ ス ト マ イ ニ ン グー

一 基本的 自 尊感情 （共感的 自 己肯定感） と 心的外傷後減長 （PTO） に焦点 を当 て てJ『東北福祉大学
大学院紀要J. 10, 45・63.

15） 西野美佐子 ・ い と う た け ひ こ （2014） 「児童作 文 に お け る 心的外傷後成長 （PTO） とレ ジ リ エ ン ス ー
ーテ キ ス ト マ イ ニ ン グ に よ る居第所、 時間的展望、 自己肯定感の研究J 『 日 本発達心理学 会第 25 回大
会発表 論 文 集』， 423.

16) l1旬， T., & Iij 泊四， Y.(2013）“Pos位祖国natic grow曲面白says by chi池田 affected by也e M田℃b 11 E町出q回ke
Di細胞r in Ja戸n: A 蹴t mining Study.”Journal＜ずInternational Society of Life Information Science, 31, 67・72.

17) Tedeschi, R.G & Calb。un, L. G. (1996）.“羽田Post岡山natic grow曲linv田 加ry: M国S町ing白e positive legacy of 
恒国nna.”Jow胃al of Traumatic Str，田'S, 9, 455-471 .  

18)  Ito, T ,  (2014）“Effi田恒of白血町凶 血d nucl回rdi阻S脂r on chi他国’s也ne p田可蹴tive: A胞xt m血ing study of田岨1ys
aft町白e G時国E邸tJ：旬間Ear血中岨ke.”Jow加foflnte円回tiona/S.町'iety of Life Information Science, 32, 44-46. 

19） 『東北の声』 の 諮 り の 中 に PTO の 5 因子 が あ る か ど う か に つ い て は、 現在、 弁上 ・ い と う （2014)
で発表 し た 結果 を と り ま と め て い る と ころ で あ る 。 ま た、 同 じデー タ を 用 い て、 和 光 大学学生 の 下
条 照世 と ナ ラ テ ィ プに お け る 死に 関 す る表 現 に つ い て 共同研究 （下条 は卒業 論 文 と し て ） を 行 な っ
て い る 。 本論文 で は、 ナ ラ テ ィ プ ア プ ロ ーチ と テ キ ス ト マ イ ニ ン グ と の 混 合研究法 に よ る ア プ ロー

チ に よ り、 こ れ ま で得 ら れ た 知見 を、 下条 の 許 可 を 得て報告す る 。 な お、 デー タ 部 分 を 中 心 に 下条
(2014） と し て公闘が予定さ れて い る 。
－井上孝代 ・ い と う た け ひ こ＜2014> r東 日 本大震災の 被災者の語 り の 特徴一一 『東北の声』 に お け

る 心的外傷後成長 （Pos蜘umatic Gm叫i:PTG) J 第 21 回多文 化問精神医学 会学 術総会．
－下条 照世 （2014） 「 『東北の声』 の テ キ ス ト マ イ ニ ン グ 分析一一 死 に 関 す る表 現の 有 無 を 手 が か り

に し てJ. 2014 年度 VMStu也o＆τ MS知dio学生研究奨励賞 結果発表 のペー ジ．
bttp:l/www.msi.eo.jp/1回蜘dio/s加14間ult.b回l (2015 年 1 月 31 日 取得）
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2 一一 目的

本研究の 目 的 は、 東 日 本大震災の被災者の イン タ ビ ュ ー を 対象 に し て 、 語 り の

各事例 に お い て 、 ①死について言及 し て い る か ど う か の有無 を 見 出 し 、 ②震災 が

人々 に ど の よ う な影響 を も た ら し た かの特徴 を テ キ ス ト マ イニ ン グの手法 を 用 い

て 明 ら か に す る こ と であ る 。

(l） 分析対象

NPO 「 日 本 イス ラ エ イ ド （IsraAID) J に よ る 被災体験 ア ー カ イプ 作成の た めの

『東 北の 声』プ ロ ジ ェ ク ト で得 ら れた 、 200 名 以上の イン タ ビ ュ ー の 内、 宮城県

の 亘理町、 山 元町、 石巻市の 3 地域か ら の 、 14 組 15 人 （男性 8 人、 女性 7 人）

の 面接映像 を 対象に し た 。 な お、 乙 の対象は次の井上 ・ い と う 論稿 醐で分析 さ

れて い る 内容 と 同 一で あ る 。

(2） 分析手ll慎

分析手 順と し て は、 『東 北の 声』プ ロ ジ ェ ク ト で得 ら れた 面接映像 を 基 に 文字

デ ー タ に転記 さ れテ キ ス ト フ ァイル化 さ れた も の を 、 Microsoft O ffi田 Exce lに よ

り 、 テ キ ス ト マ イニ ン グ用 に タ プ 区切 り 付CV） デ ー タ を 作成し て Text Min血g

Studio5.0 に読み込 ま せた。

テ キ ス ト マ イニ ン グに よ る 分析は （1） 基本情報、 （2） 単語頻度解析、 （3） 係

り 受 け頻度解析、 （4） 特徴語分析、 （5） 原文 に お け る 「死」 に つ い て の 語 り の分

析の 順に行な っ た。

3 一一 結果

( 1 ) 基本統計量

14 事例か ら 得 ら れた テ キ ス ト の基本的 な情報で は 、 1 事例 あ た り の文字数は

平均 3606.8 で あ り 、 総文数は 1927 文で 1 文 当 た り の 平均文字数は 26.2 で あ っ

た 。 ま た 、 内容語の 延べ単語数は 20647 で あ り 、 単語種別数は 4673 で あ っ た。

タ イプ ・ ト ー ク ン 比 21) は、 0 .226 で あ っ た。

(2） 単語頻度解析

単語頻度解析 と は、 テ キ ス ト に 出現す る 単語の 出現回 数 を カ ウ ン ト す る こ と に

20） 井上孝代 ・ い と う た け ひ こ （2014） 「東 日 本大震災の 被災者の語 り の 特徴一一 『東北の声』 に お け る
心的外傷後成長 （Pos世百四atic Grow白・PTG) J 第 21 回多文化問精神医学会 学術総会 ．

21） タ イ プ ・ ト ー ク ン比 と は、 単語穏}Jlj数 （ タ イ プ） を延べ単語教 （ ト ー ク ン ） で割 っ た値 で あ る 。
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よ る 分析であ る 。

か に で き る 。

1. 名調

こ 乙 か ら 、 『東 北の 戸』 に特有の表現 （に登場し た単語） を 明 ら

「そ れ」 と い う 単語 は 「私J と L E う 単語 と 比べ、 死につ い て 言及無 し の人た ち

の方が頻度 が 低か っ た 。 「私J と 言う 単語は死に つ い て 言及無 し の人 た ちが 一番

単語頻度 が高か っ た 。 次 に 、 「人」 の単語は 「そ れ」 よ り も 死に つ い て 言及 無 し

の人た ちに 多 く み ら れた （図 1） 。

2. 動調
「い る 」 と い う 単語 は 「 来る 」 と L E う 単語 と 比べ、 死につ い て 言及無 し の人た

ちが 僅か に 多 い こ と が読み取れ る 。 「や る J と 言う 単語は 「行 く 」 と L E う 単語 と

単語頻度 が 僅差 で あ る こ と がみ ら れた。 次 に 、 「 作る 」 の単語は死に つ い て 言及

無 し の人た ちに 一番少 な く み ら れた （図 2） 。

3. 形容詞
全デー タ では、 最 も 多 用 さ れた形容 詞は 「良 いJ (87 単語、 以下 略） で あ り 、

「す ご PJ (70） 、 「 寒い」 （27） 、 「多 L E」 （20） 、 「大 き いJ (20） 、 「 早PJ (17） 、 「強

い」 （16） 、 「辛L �J (16） 、 「高L \j (15） 、 「長L \j (15） 、 「明 る い」 （15） 、 「 欲し L E」

(15） 、 「若 い 」 （1 3） 、 「悪 p 」 （12） 、 「小 さ t \j (1 2） 、 「嬉 し L E 」 （9） 、 「悲 し p 」

(8） 、 「 暗L E 」 （8） 、 「楽 し L \ j  (8） 、 「近 PJ (8） 、 「少 な いJ (8） 、 「無 p 」 （8） 、 「有

図1 死について言及している有無 「名詞」単語頻度解析（上位20単語）
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り 難L E」 （8） であ っ た。

図3 は、 上位 23 の単語 を横棒グラ フ で表し た も の であ る 。 1 番 目 に あ る 「良
PJ が （死生観有 り 45) （死生観無 し 42） 『東 北の 声』 の キ ー ワ ー ド で、 最 も 多
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く 出 現 し 、 そ れ に 次 い で 「す ごい 」 （死生観有 り 64) （死生観無 し 6） 、 そ し て

「寒い 」（死生観有 り 21) （死生観無 し 6） と 続い て い た 。 「有 り 難L \j  （死生観有

り 5) （死生観無 し 3） と い う 単語 も 上位 23 以内に入 っ た 乙 と か ら 、 震災が起 こ

っ た 中で も 感謝の気持 ちを 持て て い た と い う こ と が読み取れ る 。

「す ごp 」と い う 単語 は 「良 L E 」と い う 単語 と 比べ、 死につ い て 言及有 り の人

た ちの方が圧倒 的 に単語頻度 が高い と あ っ た 。 「良 L \j と 言う 単語 も 死につ い て

言及有 り の人た ちの方が単語頻度が高か っ た が割合 と し て は 「す ごPJ の単語に

比べ死につ い て 言及有無の極 端な差は見 ら れな か っ た。

( 3 ） 係り受け頻度解析

係 り 受 け頻度解析 と は、 テ キ ス ト に 出現す る 係 り 受け表現の出現回数 を カ ウ ン

ト す る こ と に よ る 分析であ る 。 図4は単語の 中 で、 ど の単語 と の係 り 受 け が 多 い

のか を係 り 受 け頻度分析 を 行 な っ て 横棒グ ラ フ に し て死生観の有無 を表 し た も の

であ る 。 横軸の数値は係 り 受 け 関係に あ る 単語の出現項数 を表 し て い る 。

1 番 目 に あ る 「人 一い る 」 が最 も 多 く 、 （死生観有 り 13) （死生観無 し 16 以

下 略） の計 （29） で あ っ た。 次に、 「 津波 一来る 」 （有 13) （無 10） 計 （23） 、 「 声

ーか け る 」 （有 9) （無 3） 計 （12） 、 「人 ー来る J （有 8) （無 3） 計 （1 1） 、 「 津波 ー

く る 」（有 10) （無 1） 計 （11） 、 「話 一聞 く 」（有 6) （無 4） 計 （10） 、 「避 難所 一

行 く 」 （有 5) （無 4） 計 （9） 、 「家 一帰 る J （有 3) （無 5） 計 （8） 、 「避 難所 一い

図4 死について言及している有無、 係り受け頻度解析
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る 」 （有 7) （無 1） 計 （8） 、 「2 階 一生活J （有 1) （無 6） 計 （7） 、 「 瓦磯ー撤去」

（有 3) （無 4） 計 （7） 、 「人た ち－Pる 」 （有 5) （無 2） 計 （7） 、 「2 階 一上 る J （有

1) （無 5） 計 （6） 、 「仮設 一入 る 」 （有 3) （無 3） 計 （6） 、 「家 一入 る 」 （有 5) （無

1） 計 （6） 、 「絵 一描 く 」 （有 6) （無 0） 計 （6） 、 「 自 分た ちーや る 」 （有 4) （無 2)

計 （6） 、 「 助け ー求 める 」 （有 1) （無 5） 計 （6） 、 「人 一い る ＋ な L E 」 （有 6) （無

0） 計 （6） 、 「 雪一降 る 」 （有 6) （無 0） 計 （6） 、 「 地震一来る J （有 6) （無 0） 計

(6） 、 「 娘一い る J （有 3) （無 3） 計 （6） と い っ た係 り 受 け表現が見 ら れた。

(4） 原文における円引についての語 り

14 組中 10 人に死につ いての語 り が あ る こ と を 、 テ キ ス ト マ イニ ン グ ソフ ト の

原文参照機能 を使っ て見出 し 、 そ れ ぞれの 内容 を 検 討し た。 以下 に ま ず、 該当部

分 を 抜粋す る 。

1. S .M . さ ん （アートの 持つ力）

二度 目 の 津波が 来る と わ か っ た 際 に 、 「死ぬ と し て も 自 分だ け だ 、 私が死ん

で も 夫が残れば大丈 夫だ な 、 両方死ん だ ら 可愛 そ う だ け ど 夫は大丈 夫だ な j

と い う 気持 ちが あ っ た。 外 に で る と 「頑張れ宮城！ J と い う ばか り で 「私は

生 き て い る だ け で頑張 っ て い る の に 、 こ れ以上何 を 頑張ればい い の … …J と

い う 気持 ち。 避 難所に い る と き は 「 し ん ど いです、 3 人行方不明で 2 人亡 く

な っ てj と い う 話 を 聞いて も 涙も 出 な い し 、 私は 乙 ん な に 冷た い人間 だ っ た

の か な っ て 、 そ ん なふ う に 思 っ て い た り し て い た が、 絵本制 作の た め訪れた

荒浜で被 災者の話 を 聞 い た 際、 と て も 辛か っ た、 話 し て い る 途中 で具合が悪

く な っ た り 、 帰 っ て き て か ら 頭が痛 く な っ た り し た た め、 1 人に 聞 い た ら 3

日 く ら い 休んで聞 く 体勢を整え て か ら 聞 き に行 く な ど の工 夫を し て い た。 今

後 は絵本制 作な ど を 通 し て 震災の状況 を伝 え る こ と が今 自 分 に 出 来る こ と で

あ れば （やって い き たい） 。 そ れ を し な い と 辛い。

2. I .  I . さ ん とl.S . さ ん （ う つが治 っ て 不幸中の 幸い）

自 宅 2 階で 震災に あ い、 津波に巻 き 込 ま れた が幸い 瓦の 屋根では な く 、 ト タ

ン だ っ た た めバラ バラ に な ら ず死なずにす ん だ こ と や、 お 巡り さ ん に 津波が

く る と 教わ っ た 10 秒か 15 秒後 に は 津波が家に 着い て い た た めそ の 10 秒、

15 秒の 差で命が 助か っ た こ と を 考 え る と 、 ラ ッ キ ー と い う か運 が 良 か っ た

な あ と 思 っ た 。 6 メ ー ト ル、 10 メ ー ト ル と い う 数字が と な り 町の ス ピ ーカ

ー か ら 聞 こ え て き て 多分我々 は 助か ら な い と 思 っ て い た 。 当 日 は 救助さ れず、

夜に は 雪も 降 り も のす ごく 寒か っ た た め多分命 は な い な と 思 っ て い た。 本当

に い ろ ん な人が 援助し て く れる た め日 本 に生 ま れて本当 に 良 か っ た な と 思 っ

た。 逆に言 う と 楽 し か っ た 、 人の優 し さ に は も のす ごく 触れた と 感 じ た。
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3. C.Y. さ ん （家族の 離散と再会）

女 房が海の方の ス ー パ ー に 買 い 物に行っ て い た 際、 津波に遭い運転中 に水が

入 っ て き て し ま っ た。 た ま た ま あ いて い た 空家の 2 階で一 晩過 ご し た 際 に 寒

い し 、 も う だ ら だ ら だ し 空き 家だ か ら 何 も な く て た ま た ま プ ラ ス チ ッ ク の ご

み 袋が あ り そ れに足 を 入れて体 を さ す り 凍え な い よ う に し た 。 「生 き な く ち

ゃ 生 き な く ちゃ っ て、 死に た く な L E」 と そ ればっ か り で一 晩過 ご し て な ん と

か か ん と か 自 分で 朝を待 っ た。 そ し て 自 身の 息子が 遺体で見つ か っ た 。 そ の

乙 と を 山形 に い る 母親に伝 え る と 、 夜に な る と 86 識に な る 母の 枕元に孫が

出 て 眠れな い ん だ っ て。 霊感 っ て い う の か な 。 夜の 12 時頃に待 ち合わせ を

し て 母親 を会わせに 行 っ て そ れでや っ と 落 ち着い た っ て い う 。

4. M.M. さ ん （鎮魂と復興への 記録集づ く り ）

も う な っ て し ま っ た こ と は し ょ う が な いん だ か ら 、 っ て い う と あ ん た は被 災

し て な い ん だ か ら っ て言われ る か も しれな い けれ ど 、 そ れはそ れで仕方の な

い こ と だ か ら 、 生 き て る 以上 は前 を 向いて進んでL 功、 な ければな と 思 い ま す。

そ し てみん な に生 き て て欲 し い し 、 元気に な っ て ほ し い と 思 う 。 だ か ら 私 も

みんな と 一緒に頑張 り た い と 思 っ て い ま す。

5. w.s . さ ん （中学校長＝避難所責任者とし て ）

校長 と し て 避難所を 手配 し て い た が、 地域の人で周 り も 7～8 人亡 く な っ た

人た ちも い る し 、 生 徒も 4 人ほ ど 亡 く な っ て。 4 人亡 く な っ た思 い と か は友

達 と か ク ラ ス メ イ ト でい た と 考 え る と 非常に心に整理がつ か な か っ た ですか

ね。 そ の後 は毎 日同 じ生活 を繰 り 返す こ と の大事 さ が身に 染み て わ か る んで

す よ 。 山 元町で亡 く な っ た 約 700 名 も 、 き っ と 亡 く な っ た人 た ちも 今 日生

活 し た い と 思 っ て い た はずなんですね。 そ う い う こ と を考 え た ら 私は私な り

に一生懸命生 き て そ う p う 人た ちの気持 ちを伝 え て い か な ければな ら な い と

い う 役割 を担っ て い る の で は な L E か な と ，思 っ て い ま す。 ですか ら 皆で 力を合

わせて 山 元町の復興の た めに も 頑張っ て い き た い な っ て い う ふ う に 思 っ て い

ま す。

6. T.H. さ ん （中学校教師 学校と地域との つな が り の 再確認）

震 災は 凄く 悲 し い 出 来事で し た。 い ま だ に 引き ずっ て い る こ と です と かい ま

だ に夜 に な る と 思い起 こ す こ と と か はい っ ぱい あ る んです け ど 、 そ れ と 同 じ

く ら い、 い ろ ん な人の励 ま し と か、 優 し さ と か温か い 想い に触れる 乙 と がで

き た の で、 そ れが あ る か ら こ そ な んか、 前に進 める か な っ て い う ふ う に思 え

ま す。 だ か ら 、 あ る 想い を持っ た けれ ど も 震 災で絶え て し ま っ た人生 と か、

想い を持っ た人た ちの分 ま で頑張っ て p か な き ゃ い け な い の か な っ て い う 想
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い で 乙 れか ら の一 日 一 日 を重ねて い き た い な っ て い う ふ う に思い ま す。

7. K.T. さ ん （NPO法人蛤浜再生プロジェクト）

（身重の） 妻が 自 分の実家で、 母親 と 祖父母と 4 人 と も 、 津波で亡 く な り ま

し て 。 も う 最初はて っ き り 浜に い る も の だ と 思 っ て い た ん です け れ ど 、 ま あ

い な か っ た の で、 も う ひたす ら 探 し に 出 て 、 見つ か っ た の は結局 3 週間後 く

ら い に 、 遺体安置 所で見つ け た んです け れ ど も ま あ そ れで 1 人で 住むの も 学

校 も 被災 し て い ま し た ので、 自 分の生活 も ま ま な ら な い感 じ で し た ので。 実

家に 戻っ て浜か ら は 1 年離れて い ま し た ね。 生 徒も 大半が被災 し て 、 親が亡

く な っ た り 、 家が無い っ て い う 生 徒が 多 か っ た んです よ ね。 震災の時 も 色々

な も の を 奪われた んですけれど も 、 や っ ぱ り 色々 な方に 助け て 頂い て 、 改め

て 人の繋が り と 人の有 り 難 さ っ て い う の は本当 に感 じ ま し て 。

8. H.S. さ ん （コンビニと地域の 復興への 思い）

今回の 樟波に よ っ て 父が 亡く な り ま し た 。 1 時間以上水 に 浸か り っ ぱな し だ

っ た の で う ちの 父は そ れで 低体温症で亡 く な っ て し ま い ま し た。 私の 目 の前

で。 結局 逃げた 物置の 屋根の上か ら 娘と 妻が ず っ と 見て い る わ け です よ 。 2

人は私た ち2 人 を 見 て い て 、 た ぶん あ の 2 人が一番辛 い 思 い を し て い る と

思 う 。 目 の前で 祖父が死んでい く の を 見 て い る か ら 、 最初 の 内 は 娘も う ちの

妻 も 私た ちが 殺し た と 言 っ て たんです よ 。 助け て あ げ ら れな か っ た っ て。

9. S.K. さ ん （父の 死と母の 死）

父親が リ ビ ン グの と こ ろ で 溺死 し て い た 。 ソフ ァー に 横に し て 亡く な っ て い

た っ て い う 報告 を 聞いて そ の 時は ま だ 「 え ー そ う な の ？ う ー ん。 信 じ ら れ

な い」 っ て い う 状況で、 そ れか ら 病気で危 篤状態の 母親に言 う か ど う かで 悩

み、 母親に 父親が亡 く な っ た こ と を伝 え る と 「 え え！ 」 っ と だ け し か言 わ な

か っ た。 次の 日 の 朝に 母親の 元へ行 く と 母親は亡 く な っ て い た 。 思 っ た の は、

母親は温か い病院で 亡く な っ て よ か っ た な っ て、 父親は 冷た い と こ ろ で亡 く

な っ て 、 申し訳な か っ た な っ て思 っ た んです け ど 、 で も 他の方は ま だ 遺体が

みつ か ら な い状況で と か、 そ れに比べれば う ちは恵 ま れて い る ほ う っ て感 じ

ま し た。

10. O.A. さ ん （消防士 とし て の 体験）

ま さ か あ れ く ら い大 き な 津波が 来る と は思 っ て い な か っ た た め、 自 分の心に

隙也実際あ り ま し た。 目 の前に 津波が見 え ま し た の で 動揺も あ り ま し た し 、

こ こ で 自 分の 一生が終わ る の か な と も 思 い ま し た。 私の義理の 兄も 、 お 父さ

ん、 お 母さ ん、 私の近い親 戚2 人 も 津波で行方不明 と い う 情報がす ぐ入っ て
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き ま し た ので、 当 然私個人 と し て はそ の方の 捜索、 探 し に行 き た い と い う 気

持 ちが 当 然 あ り ま す よ ね、 し か し 、 仕事は 地域 住民の た め の仕事です の で そ

こ に行 け な い。 個人的 に 義理の 兄の 捜索 も 行け な い、 本当 に近 し い親 戚の人

を 探 し に行 け な い と い う 無念 さ が た し か に あ り ま し た けれ ど 、 で も 仕事 柄し

ょ う が な い です よ ね。 無事数 日 後 に 遺体で見つ か っ た んです け ど も 、 そ れは

よ か っ た の か な と 思 L悼す け ど も 、 そ う L E う 附肖防 と し て の 災害 に 対 し て働

く の が私た ち消防の使命ですので、 そ れはいた し か た が な い 乙 と か な と 割 り

切って仕事は し ま し た け れ ど 、 若 干心残 り 、 探 し て や り た い な と い う 心残 り

は あ り ま し た。

4 一一 考察

en r東北の声J の語 り における死の言及とPTG

本研究では、 被 災者の語 り に お いて 、 死について言及 し て い る か ど う かの有無

を見出 し 、 震 災が人々 に ど の よ う な影響 を も た ら し た かの特徴 を テ キ ス ト マ イニ

ン グの手法 を 用 いて 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て い た。 「良p」 と い う 表現は、

死についての語 り の有無に か か わ ら ず出現 し た よ う に、 死につ いて語っ て い る 場

合で も そ の人に 「良 L E」 と い う ポジ テ ィ ブな単語が 抽出 さ れた。 被 災を し た と し

て も 悪い こ と だ け では な く 、 自 身 に と っ て良 い方向へ向か う 心的外傷後の 成長が

有 る 乙 と が示唆 さ れた。

ま た 、 行方不明 に な っ た後、 遺体で見つ か っ た事に対 し 遺体が見つ か ら な い人

に比べ、 恵 ま れて い る と い え る と い っ た思いや り に基づ く ポジ テ ィ ブな感情 を 抱

いて い る こ と が見 え て き た。 震 災のつ ら い 出 来事 を表現 し て 肉親や親 し い人の死

の持つ意味を再構 成す る 傾向が見 ら れた。 こ れは、 ト ラ ウ マ を乗 り 越え て 成長す

る 姿 （PTO） を示唆す る 内容で あ っ た。

人々 の語 り は 地震で被 災す る 前 と 後では命の大切 さ や生 き る こ と の意味に つ い

て色々 な人の励 ま し ゃ、 優 し さ 、 温かい 想い に触れ る こ と がで き た こ と で前に進

も う と す る 感情がでで き て 、 被 災を し た こ と を ネ ガテ ィ ブに だ け で な く 、 ポジ テ

ィ プ にも捉えられ る よ う になっ た例が 多か っ たと 言えよ う 。

(2） 援助者セラピー原則と死の語 り の比較

井上 盟｝は 『東 北の 声』 の語 り に お け る 援助者 セ ラ ピー 原則 （百四） に つ い て検

討し て い る 。 援助者 セ ラ ピ ー 原則 と は、 ① 援助す る 人は よ り 自立的 に な る 、 ②似

た問題を抱 え る 人の 援助を す る こ と で、 距離 を置いて 自 分の問題を考 え る こ と が

22） 井上孝代 （2015） 「東北 被災者 に お け る 援助体験学 （Helper experi問国 間間ch） 一一 援助者 セ ラ ピ ー原

則 （Help町出e回py principle: HTP） に着 目 し てj『東西南北 201日 和 光 大学 総合 文化研究所年報，117・
133. 
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で き る 、 ③援助の役割を持 つこ と に よ り 社会的有用性 の感覚が得 ら れ る と い う 利

点が あ る 。 本研究では死 の語り が あ る か ど う か に 着目 し た 。 井上 の分類に よ れ ば、

職業的 援助者 の場合、 死 の語り を 語っ て い た のは 6 人中 3 人で あ っ た 。 ボラ ン

テ ィ ア 援助者 に 関 し て は、 4 人中 3 人で あ っ た 。 非 援助者 に 関 し て は、 4 人中 4

人で あ っ た。 こ れ ら の死を 語っ た者 も 人数割合 を 見 てみ る と 、 職業的 援助者、 ボ

ラ ン テ ィ ア 援助者、 非 援助者 の中 で非 援助者 の人数割合が一番高い。 こ れに対 し

て 職業的 援助者は 身近な死に つい て は語 ら な い人 も 半数 近く い る と い う こ と が分

析で き た 。 男女別 で 仕分け る と 男性 8 人中 7 人、 女性 7 人中 3 人が死に つい て

語っ て い る 。 女性 のほ う が死に ついて 語る こ と が少 な い傾向 に あ る と 言 え る 。

職業的 援助者 は 自 分 の責務 を 全う す る こ と に よ り 、 自 己 効力感が高ま る と い う

傾向 も 見 ら れた 。 ボラ ン ティ ア 援助者 の語 り では、 震災前と 震災後で 今ま で気づ

け な か っ た こ と に気づ く こ と がで き 、 震災が き っ か け で 今ま で関わ り のな か っ た

人 と のつな が り が で き た と い う ケ ー ス が 多 く 、 ト ラ ウ マ 的 な 能験を 越え て新 し い

自 分 の発見 を 行な っ て い る 。 非 援助者 の被 災者 の語 り で は被 災を し て も のす ご く

大変な思い を し た け れ ど 、 人 と 話す こ と に よ り ポジ テ ィ プに考 え ら れた り 、 う つ

状態を 克服し た こ と や、 生 ま れた 土地で あ る た め こ れか ら も 住み続 け た い と い う

地域に つな が り を 求め る と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。

(3） 被災体験学の構築に向けて

被 災の体験は、 一人一人異な っ て お り そ れ ぞれ の独自 の物語 り に よ り そ の意味

も 再構 成さ れ る 。 そ のよ う な 物語り は、 Lie blich却も 指摘し て い る よ う に 「語 り 、

文書、 散文、 詩、 ド ラ マ 、 美術 作品、 と き に は 踊り j な ど 多様で あ る 。 今回取 り

上げた 「東北の声J は イ ン タ ビ ュ ー の録 画で あ り 、 話 し言葉 の音声だ け で は な く 、

表情や 仕草な ど も 見 る こ と がで き る 、 新 し い形で の 「語 り 」 で あ る 。 こ のよ う な

記録化 は 、 さ ま ざま な場 所で蓄積 さ れて い る 。 フ ィ リ ピ ン の2014 年 12 月 の季

節外れ の台風が 来た と き 、 前回 7000 人 の死者 ・ 行方不明者 の教訓を 活か し て 、

死者は ー桁台で あ っ た 乙と が報 道さ れて い る 。 人聞 は被 災体験 と そ の語 り か ら 教

訓を学 ぶこ と がで き る 。 そ し て そ れは、 ネ ガテ ィ プな教訓の継 承だ け で は な く 、

苦難 の中で の、 人 間のすば ら し さ を 引き 継い でい く こ と も 重要な側 面で あ る 。 被

災の記録 を継 承し 、 次 の時代に新た な意味を 付与 し て い く こ と も ア ー カ イ ブの重

要 な 役割で あ る 。 「東北の戸j の参加者 の人々 が、 研究 目 的で の利用を 快く了承

し て く だ さ っ た お か げで、 我々 は さ ま ざま な こ と を 学 ひZ取 る 乙と が で き る ので あ

る 。

23) Lieblich, A (t 、 とう た け ひと ・ 山崎和佳子訳） (2015） 「心 的外傷後成長 （PTG） 研究 に お け る ナ ラ テ ィ
プ ・ ア プ ロ ー チ一一苦労体験 学 （Su偽ring Exp町i開国 R田曲目：h） に 向 け てJ『東西南北 2015J 和 光大学
総合文化研究所年紙088-103.
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(4） テキストマイニングを用いた混合研究法の有効性について

本研究は、 単語や共起関係 を 量的 に カ ウ ン ト す る テ キ ス ト マ イ ニ ン グの手法 と 、

語 り の意昧的 な世界への ナ ラ テ ィ ブア プ ロ ー チ を統合す る 試み を 行な っ た。 死に

つ い て の言及の あ る 場合 と 無い場合での表現の違い が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、

円G の証拠 を 探す際に も ポジ テ ィ プ な 内容の単語が 役立つ こ と も 示唆 さ れた 。

単語表現の有無や そ の位置を 瞬時に検索で き る 点で、 テ キ ス ト マ イ ニ ン グ は量的

分析 と い う 側 面だ け でな く 、 質的分析の た め の検索装置 と し て も 役立つ こ と が明

ら か で あ る 。 こ の よ う な検索機能 （＝原文参照機能） は、 質的分析 が 中 心 の研究

の場合で も 大い に有用で あ ろ う と 思われる 。

テ キ ス ト マ イ ニ ン グは、 質的な資料で あ る 文字デー タ を対象に し て 、 量的 な 分

析方法で あ る （多変量解析 を 含む） 統計的分析 を 行な っ て い く と い う 手法 で あ る 。

い と う 却 の指摘す る よ う に 、 質的方法 と の コ ン ビ ネ ー シ ョ ン は き わ め て 有 効で

あ る 。 と と も に 、 テ キ ス ト マ イ ニ ン グに は限界 も あ る 。 た と え ば 「『水平 社宣言J

テ キ ス ト のパ ラ ド ク ス 」 の よ う に言外の意味を分析す る こ と が苦手で あ る 。 ナ ラ

テ ィ プア プ ロ ー チ な ど質的研究 と テ キ ス ト マ イ ニ ン グ と を 上手に統合す る こ と に

よ り 、 よ り 充実 し た被 災体験学が構築 さ れ る だ ろ う 。

(5） 本研究の限界と今後の課題

15 人 （14 組） と 対象 の デ ー タ が少 な い制約の上で混合研究法 に よ る ア プ ロ ー

チ を試み た が、 量的分析 と 質的分析の統合が 成功 し た と は言 え な い。 し か し な が

ら 、 死の表現を手がか り に し な が ら 前向 き に生 き て い る 姿や死 と 瀬戸際の経験 を

し た か ら こ そ 自 ら 見出せ た価値観 と 行動、 す な わ ち PTG を 明 ら か に す る 乙 と が

で き た 。
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24） い と う た け ひ 乙 （2013） 「テ キ ス ト マ イ ニ ン グの看護研究に お け る 活用j 『看態研究j， 必（5), 475-484. 

1 1 6 一一一 和光大学総合文化研究所年報 関西南北201 5.』


